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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公表番号】特表2014-506954(P2014-506954A)
【公表日】平成26年3月20日(2014.3.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-015
【出願番号】特願2013-556637(P2013-556637)
【国際特許分類】
   Ｃ１０Ｍ 169/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 131/08     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 137/16     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 105/54     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 107/38     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  30/00     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  40/18     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｃ１０Ｍ 131/08    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 137/16    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 105/54    　　　　
   Ｃ１０Ｍ 107/38    　　　　
   Ｃ１０Ｎ  30:00    　　　Ｚ
   Ｃ１０Ｎ  40:18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　９０～９９．９９重量パーセントの、２０℃以上の沸点を有するＣ４～Ｃ１５フルオロ
オキシランと、
　０．０１～１０重量パーセントの、前記フルオロオキシランに可溶性又は分散性である
潤滑剤と、を含む、潤滑剤組成物。
【請求項２】
　前記フルオロオキシランがペルフルオロオキシランである、請求項１に記載の潤滑剤組
成物。
【請求項３】
　式：

【化１】
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　（式中、Ｒｆ
１、Ｒｆ

２、Ｒｆ
３及びＲｆ

４は、それぞれ、水素原子、フッ素原子、又
はフルオロアルキル基から選択され、前記Ｒｆ基のうちの任意の２つが結合してペルフル
オロシクロアルキル環を形成してもよい）で表されるフルオロオキシランを含み、
　前記フルオロオキシランの炭素原子数の合計が４～１５である、請求項１に記載の潤滑
剤組成物。
【請求項４】
　前記ペルフルオロオキシランが、Ｃ５～Ｃ９ペルフルオロオキシランである、請求項２
に記載の潤滑剤組成物。
【請求項５】
　式：
【化２】

　（式中、Ｒｆ
１及びＲｆ

４は、それぞれ、水素原子、フッ素原子、又はフルオロアルキ
ル基から選択され、Ｒｆ

５は、２～５個の炭素原子を有するフルオロアルキレン基であり
、且つ炭素原子の合計は、４～１５である）で表されるペルフルオロオキシランを含む、
請求項２に記載の潤滑剤組成物。
【請求項６】
　前記フルオロオキシランが、１０，０００未満の地球温暖化係数を有する、請求項１に
記載の潤滑剤組成物。
【請求項７】
　０．１～１，０００ｐｐｍの環状ホスファゼン化合物を更に含む、請求項１に記載の潤
滑剤組成物。
【請求項８】
　（ａ）約０．０１～１０重量パーセントの式：

【化３】

　（式中、
　　（ｉ）ｙは０～約２０の整数であり、
　　（ｉｉ）ｚは０～約２０の整数であり、
　　（ｉｉｉ）ｋ、ｍ、ｎ、及びｐは、０～約２００の独立した整数であり、ｋ、ｍ、ｎ
、及びｐの合計は、２～約２００の範囲であり、
　　（ｉｖ）Ａ及びＡ’末端基は、独立して選択される一価の有機部分である）
　で表されるペルフルオロポリエーテル潤滑剤と、
　（ｂ）前記潤滑剤組成物の重量に基づいて、約９０～約９９．９９重量パーセントのフ
ルオロオキシランと、を含み、
　前記フルオロオキシランが、４～１０個の炭素原子を有し、且つ２０℃以上の沸点を有
する、請求項１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項９】
　（ａ）請求項１に記載の潤滑剤組成物のコーティングを基材に適用することと、
　（ｂ）前記コーティングからフルオロオキシランを除去することと、
　を含む、基材を潤滑する方法。
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